
島
村
眞
智
子

提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
中
世
的
祭
祀
国
家
と
脇
能
の
成
立
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
南
北
朝
・
室
町
前
期
の
社
会
の
諸
事
象
か
ら
、
観
阿
弥
と
世
阿
弥
の
青
少
年
期

と
い
う
時
期
に
、
能
が
生
成
・
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
諸
条
件
を
多
角
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
に
、
能
の
最
初
に
演
じ
ら
れ
る
、
神
が
泰
平
を
寿
い
で
舞
う
脇
能
の
成
立
と
そ
の
背
景
、

ま
た
そ
の
周
縁
部
に
焦
点
を
充
て
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
序
章
の
あ
と
、
三
編
に
わ
た
り
六

章
の
論
説
を
示
し
、
最
後
に
終
章
を
収
め
る
。

序
章
は
、
論
文
全
体
の
総
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、「
世
阿
弥
自
筆
能
本
」
と
「
能
楽
大

成
期
と
世
阿
弥
」
の
、
二
項
目
で
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず
、
諸
芸
能
の
流
動
的
状
況
の
中
で
、

都
に
進
出
し
て
ゆ
く
大
和
申
楽
の
位
置
を
概
括
し
、
基
本
資
料
で
あ
る
世
阿
弥
自
筆
本
と
伝
書
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が
、
芸
能
諸
座
と
の
競
合
に
打
ち
勝
ち
、
観
衆
の
獲
得
に
繋
が
っ
た
こ
と
。
漢
字
カ
ナ
交
じ
り

の
詞
章
は
正
確
な
発
音
と
暗
記
に
よ
っ
て
習
熟
さ
れ
、
観
衆
に
示
さ
れ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が
当

時
の
文
学
・
宗
教
を
は
じ
め
、
政
治
・
社
会
を
知
る
有
効
な
史
料
に
な
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

第
一
編
の
「
中
世
的
祭
祀
国
家
の
再
編
」
は
二
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
「
中
世
の
時
空
と
神

々
」
の
第
一
節
「
能
の
時
空
」
で
は
、
世
阿
弥
自
筆
本
と
世
阿
弥
に
関
係
の
深
い
現
行
曲
を
通

し
て
、
能
に
見
る
時
空
認
識
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
、
過
去
・
異
界
と
繋
が
る
法
力
や
験
力
の

発
動
と
祭
祀
の
効
果
を
確
信
し
、
神
仏
に
対
す
る
信
仰
と
魂
の
救
済
を
祈
願
す
る
強
固
な
宗
教

的
感
情
の
存
在
を
重
視
す
る
。
第
二
節
「
大
外
記
中
原
氏
注
進
」
で
は
、
中
原
氏
の
『
師
守
記
』

な
ど
の
記
録
を
基
に
、南
北
朝
・
室
町
初
期
の
公
事
・
公
祭
・
祭
祀
に
見
ら
れ
る
特
色
を
論
じ
、

北
朝
朝
廷
の
古
儀
復
興
の
方
針
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
、
先
例
を
重
ん
じ
た
古

儀
復
興
が
基
本
と
さ
れ
、
先
例
が
確
定
し
て
い
く
院
政
期
の
前
期
・
中
期
が
復
興
の
モ
デ
ル
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
に
回
帰
す
る
意
志
が
帰
納
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
第
三
節

「
光
厳
院
葬
送
」
で
は
、
北
朝
皇
統
の
祖
で
あ
る
光
厳
院
の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
分
析
し
、
第
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四
節
「
師
郷
記
の
年
中
行
事
」
で
は
、
中
原
師
郷
の
日
記
を
素
材
に
し
た
年
中
行
事
を
分
析
し
、

さ
ら
に
、
第
五
節
「
足
利
将
軍
家
と
宮
廷
祭
祀
」
に
お
い
て
、
宮
廷
の
年
中
行
事
を
通
し
て
室

町
中
期
に
至
る
概
観
の
考
察
を
試
み
、
そ
の
全
体
的
見
通
し
を
得
て
い
る
。
第
六
節
「
神
々
の

変
容
」
で
は
、
北
方
で
能
を
容
認
し
た
有
力
な
階
層
は
武
家
で
あ
り
、
公
家
は
無
関
心
に
近
く
、

こ
う
し
た
能
を
容
認
し
な
い
朝
廷
の
意
識
は
反
っ
て
、
能
の
時
空
認
識
が
、
能
を
生
ん
だ
社
会

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
か
を
知
る
好
材
料
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、

武
家
は
産
土
神
に
育
て
ら
れ
、
仏
に
宿
命
を
知
り
、
救
い
を
求
め
つ
つ
、
戦
い
の
な
か
で
多
く

の
神
々
に
遭
遇
し
、
天
下
泰
平
・
国
家
安
全
を
神
々
に
祈
っ
た
と
す
る
。
将
軍
と
武
家
が
庇
護

し
た
能
は
、
武
家
が
保
有
す
る
は
じ
め
て
の
、
天
下
泰
平
・
国
家
安
全
を
祈
る
支
配
者
の
舞
楽

と
な
っ
た
。
能
に
見
る
時
空
認
識
と
祈
り
、
南
北
朝
・
室
町
初
期
の
公
事
・
公
祭
・
祭
祀
に
み

ら
れ
る
特
色
と
の
関
連
を
ま
と
め
る
と
、
聖
代
へ
の
回
帰
と
憧
憬
、
祭
祀
の
場
と
し
て
の
内
裏

・
洛
中
に
象
徴
さ
れ
る
聖
別
さ
れ
た
時
空
認
識
、「
穢
」
と
「
修
羅
」
の
現
世
認
識
、
変
容
し

多
様
化
し
て
人
間
に
近
づ
く
神
観
念
な
ど
が
指
摘
で
き
る
と
す
る
。
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第
二
章
「
神
々
と
舞
歌
―
院
政
期
の
舞
歌
と
児
」
は
、
南
北
朝
・
室
町
初
期
の
古
儀
復
興
の

原
点
と
な
る
院
政
期
・
鎌
倉
初
期
の
展
開
に
つ
い
て
、
熊
野
御
幸
と
『
今
昔
物
語
集
』
を
素
材

に
論
述
が
あ
る
。
第
一
節
「
熊
野
御
幸
の
祭
儀
と
舞
歌
―
『
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記
』
を
中
心

に
―
」
は
、
藤
原
頼
資
の
記
録
『
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記
』
を
通
し
て
、
熊
野
信
仰
の
実
態
を

読
み
解
く
。
熊
野
信
仰
と
舞
歌
の
特
色
は
、
熊
野
参
詣
と
い
う
過
酷
な
巡
礼
を
と
も
な
う
宗
教

的
実
践
、
熊
野
の
神
々
と
信
者
を
仲
介
す
る
修
験
者
と
陰
陽
師
の
介
在
、
神
仏
が
混
在
す
る
巡

礼
祭
儀
、
子
孫
に
お
よ
ぶ
現
世
的
所
願
成
就
の
祈
り
な
ど
を
指
摘
す
る
。
生
き
難
い
無
常
の
現

実
を
生
き
抜
く
人
々
に
と
っ
て
、
熊
野
は
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
、
励
ま
し
の
神
託
を
与
え
る

大
神
が
鎮
ま
る
地
で
あ
り
、
こ
の
地
に
熱
心
に
参
詣
を
つ
づ
け
た
熊
野
御
幸
に
お
い
て
先
達
と

な
っ
た
修
験
者
、
御
幸
を
浄
め
守
護
し
た
陰
陽
師
た
ち
は
、
そ
の
後
成
立
す
る
能
の
中
で
、
厳

し
い
修
行
を
勤
め
、
神
仏
の
加
護
を
得
た
霊
能
者
と
し
て
生
き
つ
づ
い
て
い
る
と
す
る
。

第
二
節
「『
今
昔
物
語
集
』
の
「
児
ち
ご
」
と
「
童
」」
で
は
、
平
安
末
期
の
説
話
集
『
今
昔

物
語
集
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
児
」
お
よ
そ
二
二
〇
、「
童
」
お
よ
そ
二
六
五
の
用
例
を
分
析
す
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る
ほ
か
、
伊
勢
神
宮
は
じ
め
神
祇
祭
祀
に
お
け
る
幼
い
も
の
「
物
忌
」
に
つ
い
て
も
論
及
し
、

聖
別
さ
れ
た
幼
い
児
を
神
の
も
の
と
し
、素
朴
で
自
然
の
力
と
不
思
議
に
神
の
形
を
見
て
い
る
。

第
二
編
「
脇
能
の
成
立
と
奉
幣
使
」
の
は
じ
め
に
、
大
和
申
楽
が
京
都
に
進
出
す
る
経
緯
を

『
後
愚
昧
記
』
を
通
し
て
論
じ
、
第
一
章
「
脇
能
と
世
阿
弥
」
で
は
、
第
一
節
「
現
行
脇
能
」
、

第
二
節
「
大
成
期
の
能
の
作
者
と
脇
能
」、
第
三
節
「
世
阿
弥
の
伝
書
と
脇
の
申
楽
」、
第
四
節

「
世
阿
弥
の
伝
書
の
「
児
」
と
「
童
」」
と
つ
づ
き
、
脇
能
（
脇
の
能
）
の
成
立
の
背
景
と
そ

の
周
縁
を
探
る
。
第
二
章
「
北
朝
の
奉
幣
使
発
遣
」
で
は
、
南
北
朝
期
に
復
興
す
る
奉
幣
に
つ

い
て
論
じ
、
祭
祀
と
能
と
の
繋
が
り
で
は
、
『
申
楽
談
義
』
に
現
れ
る
大
臣
を
演
じ
る
装
束
は
、

奉
幣
使
の
装
束
に
学
ん
だ
と
推
定
す
る
。

第
三
編
「
中
世
日
本
紀
と
能
」
は
、
近
年
研
究
の
深
化
が
み
ら
れ
る
中
世
日
本
紀
と
の
関
係

に
考
察
を
進
め
、
第
一
章
「
能
か
ら
見
る
中
世
日
本
紀
の
展
開
」
の
第
一
節
「『
日
本
書
紀
』

講
究
」、
第
二
節
「『
古
今
和
歌
集
』
古
注
釈
」、
第
三
節
「
神
仏
習
合
と
中
世
の
芸
能
」、
第
四

節
「
中
世
神
道
」
の
四
節
に
わ
た
っ
て
、
研
究
史
と
神
祇
思
想
の
テ
キ
ス
ト
を
素
材
に
論
議
し
、
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中
世
日
本
紀
を
は
じ
め
と
す
る
古
注
釈
・
神
道
説
と
申
楽
能
と
の
直
接
の
接
点
は
確
認
で
き
な

い
と
論
じ
る
。

第
二
章
「
中
世
の
出
雲
信
仰
」
で
は
、
第
一
節
「
観
世
弥
次
郎
長
俊
と
能
『
大
社
』」、
第
二

節
「『
大
社
』
と
出
雲
の
能
・
出
雲
関
係
の
能
」、
第
三
節
「
出
雲
大
社
の
遷
宮
と
出
雲
の
能
」

を
取
り
上
げ
、
大
成
期
後
期
に
展
開
す
る
出
雲
の
能
に
つ
い
て
、
中
世
的
信
仰
を
考
究
し
、
世

阿
弥
の
大
成
期
初
期
と
の
研
究
の
見
通
し
を
得
る
試
み
と
し
て
い
る
。

最
後
に
は
、
終
章
「
神
々
の
変
容
と
脇
能
」
を
配
し
、
全
体
の
総
括
と
し
て
、
能
は
武
家
が

保
有
す
る
初
め
て
の
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
を
祈
念
す
る
支
配
者
の
舞
楽
で
あ
る
と
定
義
す

る
。
ま
た
、
世
阿
弥
と
脇
能
を
考
察
す
る
中
で
、
伝
書
と
能
本
か
ら
見
え
る
、
世
阿
弥
の
内
な

る
方
向
や
当
時
の
置
か
れ
た
状
況
だ
け
で
は
、
武
家
に
能
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
が
明
ら
か

に
で
き
な
い
限
界
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

本
論
文
の
題
目
に
あ
る
「
中
世
的
祭
祀
国
家
」
と
は
何
か
。「
中
世
的
祭
祀
国
家
」
と
は
、

南
北
朝
・
室
町
初
期
の
騒
乱
の
な
か
で
、
試
行
錯
誤
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
北
方
の
古
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儀
復
活
と
、
そ
れ
を
支
持
し
軍
事
的
に
擁
護
す
る
足
利
将
軍
と
武
家
が
、
次
第
に
治
者
と
し
て

の
祭
祀
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
宋
に
学
ん
で
五
山
十
刹
を
創
建
し
、
神
祇
と
仏
へ
の
信
仰
を
祭

祀
機
構
の
中
に
組
み
入
れ
構
築
し
て
ゆ
く
体
制
を
仮
称
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
題
名
に
も
あ
る
と
お
り
、「
中
世
的
祭
祀
国
家
」
と
「
脇
能
の
成
立
」
と
い
う

二
つ
の
研
究
の
志
向
性
が
交
錯
す
る
な
か
で
、
新
た
な
舞
歌
と
し
て
創
成
さ
れ
た
脇
能
と
世
阿

弥
に
視
点
を
合
わ
せ
、
論
述
を
深
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
中
世
的
祭
祀
国
家
」
の
カ
タ
チ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
南
北
朝
期
・
室
町
初
期
の
『
園
太

暦
』『
師
守
記
』
な
ど
の
諸
記
録
を
素
材
に
、
当
時
の
公
事
・
公
祭
な
ど
祭
祀
・
儀
礼
を
取
り

巻
く
状
況
を
実
証
的
歴
史
研
究
の
方
法
に
よ
り
論
述
が
立
て
ら
れ
て
い
く
。

「
中
世
的
祭
祀
国
家
の
再
編
」
で
具
体
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
南
北
朝
・
室

─ ７ ─



町
初
期
の
公
事
・
公
祭
・
祭
祀
に
見
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。
北
朝
朝
廷
で
は
、
勘
引
さ
れ
た
先

例
に
よ
る
公
事
・
公
祭
・
祭
祀
の
復
元
と
再
編
が
行
わ
れ
、
も
っ
と
も
古
い
先
例
を
遡
っ
て
復

興
さ
れ
た
と
論
じ
る
。
後
醍
醐
天
皇
撰
の
『
建
武
年
中
行
事
』
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
年
中
行

事
・
儀
礼
の
催
行
が
国
家
を
統
治
し
皇
統
の
正
統
性
の
証
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
強
く
表
わ
れ

た
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
は
、
戦
乱
や
触
穢
に
よ
り
公
事
・
公
祭
の
延
引
・
停
止
は
常
態
化
し

て
い
っ
た
。
春
日
神
木
、
日
吉
・
東
大
寺
八
幡
・
石
清
水
八
幡
神
輿
の
上
洛
に
よ
り
、
公
家
側

の
対
応
は
撹
乱
さ
れ
、
公
事
・
公
祭
へ
の
藤
原
氏
上
卿
の
不
参
が
つ
づ
く
事
態
も
出
来
し
た
。

武
家
側
は
公
事
・
公
祭
の
経
済
的
負
担
に
応
じ
、
神
木
・
神
輿
の
上
洛
に
対
処
し
た
軍
事
的
布

陣
を
行
い
、
公
事
・
公
祭
の
円
滑
な
執
行
に
協
賛
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
試
行
錯
誤
」

の
状
況
の
中
か
ら
、
脇
能
の
創
成
を
見
出
そ
う
と
す
る
新
し
い
視
点
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
南
北
朝
期
・
室
町
初
期
の
社
会
の
動
向
に
照
ら
し
て
、
祭
祀
・
儀
礼
を
取
り
込
ん

だ
政
治
体
制
が
築
か
れ
て
い
く
な
か
で
、
能
に
見
え
る
時
空
意
識
が
確
定
し
て
ゆ
く
と
い
う
。

能
は
遊
歴
す
る
修
験
者
・
出
家
者
・
巫
女
な
ど
の
祭
祀
者
や
天
皇
と
臣
下
に
よ
っ
て
、
夢
幻
の
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中
に
、
神
仏
・
霊
鬼
が
出
現
す
る
過
去
の
奇
跡
の
時
に
救
済
を
求
め
、
能
に
現
れ
た
宗
教
的
帰

依
は
、
宮
廷
の
祭
祀
を
擁
護
し
た
と
論
じ
、
こ
こ
に
聖
代
へ
の
回
帰
と
憧
憬
と
が
あ
っ
た
と
い

う
。
能
に
見
る
時
空
認
識
と
祈
り
と
は
、
そ
の
時
代
性
と
宗
教
性
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
こ
こ

が
本
論
文
の
中
枢
に
な
っ
て
お
り
、
歴
史
性
と
文
学
性
、
現
実
と
夢
幻
と
が
交
錯
す
る
世
界
を

想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
能
で
は
人
間
が
こ
の
世
で
、
時
空
を
超
越
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
存
在
と
さ

れ
、
自
然
の
神
秘
の
な
か
で
自
身
の
霊
力
を
高
め
、
神
仏
に
通
じ
る
祈
念
の
力
を
合
わ
せ
て
、

そ
の
不
思
議
を
奇
跡
と
し
、
み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
て
実
現
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
た
こ
と
に
関

心
を
寄
せ
る
。
こ
の
時
代
の
人
間
性
に
満
ち
た
真
情
は
、
現
実
世
界
で
人
間
が
時
空
を
超
越
し

た
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
祈
り
と
精
進
、
神
仏
へ
の
信
仰
を
捧
げ
た
普
遍
的
な
中

世
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
こ
れ
ら
は
南
北
朝
期
・
室
町
初
期
の
政
治
史
と
宗
教
・
神

祇
信
仰
史
を
視
野
に
入
れ
た
幅
広
い
論
議
か
ら
帰
納
的
に
論
述
が
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
に
本
論
文
の
一
つ
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
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右
の
論
点
の
原
型
を
求
め
る
試
行
と
し
て
、
第
二
章
で
は
「
神
々
と
舞
歌
」
を
収
め
る
。
そ

こ
で
は
、
院
政
期
・
鎌
倉
初
期
の
舞
歌
を
熊
野
御
幸
に
求
め
、
熊
野
に
巡
礼
し
舞
歌
を
捧
げ
る

人
々
を
迎
え
た
高
遠
な
神
慮
に
つ
い
て
触
れ
、
こ
う
し
た
熊
野
に
象
徴
さ
れ
る
、
中
世
の
神
々

と
信
仰
と
を
伝
え
る
記
録
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
能
の
形
成
・
源
流
の
背
景
と
し
た
こ
と
。
こ

の
熊
野
信
仰
は
、
二
世
紀
の
後
に
も
、
遠
い
陸
奥
国
名
取
の
地
へ
広
が
り
、
能
の
『
護
法
』
と

な
っ
て
、
強
靭
な
生
命
力
を
保
ち
つ
づ
け
て
お
り
、
中
世
熊
野
信
仰
の
特
質
を
論
じ
る
こ
と
な

ど
、
能
の
創
成
の
周
縁
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
今
昔
物
語
集
』
を
取
り
上
げ
、
聖

別
さ
れ
た
幼
い
児
を
神
の
も
の
と
し
、
素
朴
で
自
然
の
力
と
不
思
議
に
神
の
形
を
見
て
い
る
こ

と
は
、
能
の
形
成
の
背
景
に
迫
る
有
効
な
見
解
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
脇
能
の
創
成
の
周
縁
を
補
強
し
つ
つ
、
そ
の
本
論
に
迫
ろ
う
と
し
た
の
が
、
第
三

編
の
中
世
日
本
紀
と
中
世
出
雲
信
仰
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
る
。そ
の
意
図
は
明
確
で
あ
る
が
、

変
容
す
る
神
々
を
テ
キ
ス
ト
化
し
た
中
世
日
本
紀
に
つ
い
て
は
、
い
ま
研
究
が
深
化
し
て
い
る

部
分
で
あ
り
、
本
論
文
で
は
十
分
な
論
議
が
尽
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
論
文
に
お
い
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て
、
中
世
日
本
紀
と
能
の
創
成
に
直
接
の
関
係
は
な
い
と
論
じ
る
が
、
必
ず
し
も
論
点
が
煮
詰

ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
今
後
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
中
世
出
雲
信
仰
と
の
関

係
は
、
出
雲
中
世
の
諸
事
象
を
組
み
込
ん
だ
論
議
を
進
め
て
お
り
、
能
の
そ
の
後
の
展
開
の
一

類
型
を
知
る
上
で
も
重
要
な
論
考
で
あ
り
、
本
論
文
の
最
後
、
締
め
括
り
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
全
体
の
論
調
を
引
き
締
め
る
上
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

論
文
提
出
者
は
、
長
年
に
わ
た
り
能
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
研
究
の
原

点
は
、
世
阿
弥
に
と
っ
て
能
は
神
楽
で
あ
り
、
神
仏
に
捧
げ
る
天
下
泰
平
・
国
土
安
全
の
舞
楽

で
あ
り
、
身
分
の
外
に
あ
る
芸
能
の
民
が
、
な
ぜ
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
全
を
テ
ー
マ
と
す
る

舞
を
舞
い
、
夢
幻
の
な
か
に
生
き
続
け
た
の
か
、
を
問
い
続
け
て
き
た
。
こ
の
問
い
に
答
え
て
、

当
該
期
の
社
会
の
諸
事
象
に
照
ら
し
て
、
信
仰
と
祭
祀
の
あ
り
方
を
考
察
し
、
研
究
成
果
を
上

げ
ら
れ
た
の
が
本
論
文
で
あ
る
。

な
お
、
南
北
朝
期
の
政
治
動
向
や
中
世
日
本
紀
の
検
討
で
は
、
論
議
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
文
体
は
文
学
的
表
現
と
歴
史
的
論
証
の
間
で
交
錯
す
る
複
雑
さ
を
持
ち
、
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論
文
提
出
者
の
思
い
入
れ
が
深
く
、
独
特
の
文
章
表
現
が
多
用
さ
れ
る
な
ど
、
問
題
点
も
幾
つ

か
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

以
上
の
と
お
り
、
本
論
文
は
南
北
朝
期
・
室
町
初
期
に
お
け
る
脇
能
の
成
立
を
、
多
角
的
に

論
じ
た
研
究
で
あ
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
の
成
果
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
島
村
眞
智
子
は
、
博
士
（
宗
教
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る

資
格
を
備
え
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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